
(57)【要約】

【課題】簡易な方法・装置で、移動対応が可能なＬＰＧ

回収装置を提供しようとする。

【解決手段】ＬＰＧ供給容器１１の底近くに開口した回

収管１２を上記ＬＰＧ供給容器外に引き出し、第一中間

バルブＶ１を介してＬＰＧ冷却回収手段１３の入口に接

続し、該ＬＰＧ冷却回収手段１３の出口から延びる連結

管路１４を、第二中間バルブＶ２を介してＬＰＧ回収ボ

ンベ１５に接続してなるＬＰＧ回収装置１０において、

上記ＬＰＧ冷却回収手段１３は、ドライアイスを冷熱源

とするアルコール冷媒浴１６によりＬＰＧを冷却する機

構を採用したものであり、上記ＬＰＧを冷却する機構は

、断熱壁１８に囲まれたアルコール冷媒浴１６にＬＰＧ

冷却ボンベ１７を浸漬してなる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｌ Ｐ Ｇ 供 給 容 器 の 底 近 く に 開 口 し た 回 収 管 を 上 記 Ｌ Ｐ Ｇ 供 給 容 器 外 に 引 き 出 し 、 第 一 中
間 バ ル ブ を 介 し て Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 回 収 手 段 の 入 口 に 接 続 し 、 該 Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 回 収 手 段 の 出 口 か ら
延 び る 連 結 管 路 を 、 第 二 中 間 バ ル ブ を 介 し て Ｌ Ｐ Ｇ 回 収 ボ ン ベ に 接 続 し て な る Ｌ Ｐ Ｇ 回 収
装 置 に お い て 、 上 記 Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 回 収 手 段 は 、 ド ラ イ ア イ ス を 冷 熱 源 と す る 冷 媒 に よ り Ｌ Ｐ
Ｇ を 冷 却 す る 機 構 を 採 用 し た こ と を 特 徴 と す る Ｌ Ｐ Ｇ 回 収 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 Ｌ Ｐ Ｇ を 冷 却 す る 機 構 は 、 断 熱 壁 に 囲 ま れ た ア ル コ ー ル 冷 媒 の 浴 中 に Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 ボ
ン ベ を 浸 漬 し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｌ Ｐ Ｇ 回 収 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 Ｌ Ｐ Ｇ を 冷 却 す る 機 構 は 、 断 熱 壁 に 囲 ま れ た ア ル コ ー ル 冷 媒 の 浴 中 に 螺 旋 ま た は 蛇
行 さ せ た Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 管 路 を 浸 漬 し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｌ Ｐ Ｇ 回 収 装
置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 Ｌ Ｐ Ｇ を 冷 却 す る 機 構 は 、 断 熱 層 で 被 わ れ た Ｌ Ｇ Ｐ 冷 却 ボ ン ベ の 内 部 に 螺 旋 ま た は
蛇 行 さ せ た ア ル コ ー ル 冷 媒 の 循 環 管 路 を 巡 ら せ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
Ｌ Ｐ Ｇ 回 収 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 ボ ン ベ に 熱 交 換 用 細 管 を 貫 通 さ せ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記
載 の Ｌ Ｐ Ｇ 回 収 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 螺 旋 ま た は 蛇 行 さ せ た Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 管 路 の 端 末 に Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 ボ ン ベ を 接 続 し て な る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の Ｌ Ｐ Ｇ 回 収 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 Ｌ Ｐ Ｇ を 冷 却 す る 機 構 に は 、 ア ル コ ー ル 冷 媒 調 整 槽 が 外 付 け さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る Ｌ Ｐ Ｇ 回 収 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 大 形 の Ｌ Ｐ Ｇ 供 給 容 器 か ら の 残 留 ガ ス 抜 き 取 り 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ３ ０ ｋ ｇ 以 下 の Ｌ Ｐ Ｇ ボ ン ベ の 場 合 、 Ｌ Ｐ Ｇ 供 給 業 者 が ボ ン ベ を 回 収 す る の で 、 ボ ン ベ
の 耐 圧 試 験 等 の 必 要 な 試 験 は 回 収 の 機 会 に 実 施 さ れ る が 、 大 形 の 据 え 置 き タ イ プ の Ｌ Ｐ Ｇ
容 器 は 、 据 え 置 き さ れ た 現 地 で 定 期 試 験 を 行 わ れ る こ と と な る が 、 こ の 試 験 に 際 し て は 容
器 内 の 残 留 ガ ス を 抜 き 取 る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ５ １ ４ ５ ５ １ 号 （ 特 許 請 求 の 範 囲 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ０ ６ ４ ９ ８ 号 公 報 （ 要 約 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 の 発 明 は 、 「 極 低 温 凝 縮 機 ９ の 冷 却 室 ８ に 接 続 さ れ た 、 液 体 窒 素
を 収 容 し た ボ ン ベ １ ０ ； 前 記 冷 却 室 ８ 内 に 設 け ら れ た 、 上 部 に 前 記 冷 却 室 ８ に 連 通 す る 連
通 孔 １ ９ を 有 す る 、 後 記 液 化 ガ ス を 液 化 さ せ る 液 室 １ ８ ； 前 記 冷 却 室 ８ に 設 け ら れ 、 一 端
部 １ を 前 記 液 室 １ ８ 内 に 開 口 さ せ 、 他 端 ３ ２ を 液 化 ガ ス を 収 容 し た ボ ン ベ 又 は 装 置 １ ２ に
接 続 し た 冷 却 管 ５ ； 前 記 液 室 １ ８ に 連 通 し て 設 け ら れ た 、 液 化 し た 前 記 液 化 ガ ス を 収 容 す
る タ ン ク 本 体 ２ ２ ； 該 タ ン ク 本 体 ２ ２ を 、 冷 却 間 隔 ２ １ を 隔 て て 収 容 し た 、 密 閉 容 器 状 の
タ ン ク ２ ； 該 タ ン ク ２ に か つ 前 記 冷 却 間 隔 ２ １ に 連 通 し て 設 け ら れ た 、 バ ル ブ ３ ３ を 有 す
る 放 出 口 ２ ４ ； 一 端 部 ３ ４ を 前 記 冷 却 室 ８ 上 部 に 連 通 さ せ 、 他 端 部 ３ ５ を 前 記 タ ン ク ２ の
前 記 冷 却 間 隔 ２ １ に 連 通 さ せ た 連 通 管 ３ ６ ； か ら 成 る 」 構 成 と し た も の で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 既 存 設 備 を 有 効 に 活 用 で き る 安 価 な Ｌ Ｎ Ｇ タ ン ク Ｂ Ｏ
Ｇ 再 液 化 回 収 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 課 題 と し 、 そ の 解 決 手 段 は 、 「 Ｂ Ｏ Ｇ 送 出 ラ イ ン
８ を 、 Ｌ Ｎ Ｇ タ ン ク １ で 発 生 し た Ｂ Ｏ Ｇ を 大 気 放 散 す る た め の 大 気 放 散 ラ イ ン ３ と 、 Ｂ Ｏ
Ｇ を 冷 熱 で 再 液 化 す る た め の 冷 凍 機 ９ に 接 続 す る 。 冷 凍 機 ９ に 、 液 化 Ｂ Ｏ Ｇ を 貯 蔵 す る た
め の 液 化 Ｂ Ｏ Ｇ タ ン ク １ ０ を 接 続 す る 。 そ し て 、 液 化 Ｂ Ｏ Ｇ タ ン ク １ ０ に 対 し て 、 Ｌ Ｎ Ｇ
受 入 ラ イ ン ２ に 接 続 す る 液 化 Ｂ Ｏ Ｇ 移 送 ラ イ ン １ １ と 、 液 化 Ｂ Ｏ Ｇ を 気 化 さ せ て 昇 圧 す る
昇 圧 ラ イ ン １ ２ を 接 続 し 、 昇 圧 ラ イ ン １ ２ で 昇 圧 さ れ た Ｂ Ｏ Ｇ を 液 化 Ｂ Ｏ Ｇ タ ン ク １ ０ に
供 給 す る こ と に よ り 液 化 Ｂ Ｏ Ｇ タ ン ク １ ０ の 内 部 圧 力 を 昇 圧 さ せ 、 液 化 Ｂ Ｏ Ｇ を 液 化 Ｂ Ｏ
Ｇ タ ン ク １ ０ か ら 液 化 Ｂ Ｏ Ｇ 移 送 ラ イ ン １ １ に 送 り 出 す 。 」 よ う に 構 成 し た も の で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 特 許 文 献 1の 発 明 は 、 液 体 窒 素 を 冷 熱 源 と す る も の で あ る た め 、 高 圧 ガ ス の 取 り 扱
い が 必 要 で 、 特 別 な 安 全 対 策 が 必 要 と な っ て 装 置 全 体 が 大 き く 、 複 雑 な も の に な ら ざ る を
得 な い 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ の 発 明 は 、 Ｌ Ｎ Ｇ の 再 液 化 回 収 を 対 象 と す る も の で 、 冷 熱 源 と
し て 冷 凍 機 を 採 用 す る も の で 、 据 付 タ イ プ で 装 置 が 大 形 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 従 来 技 術 の 問 題 に 鑑 み こ の 発 明 は 、 簡 易 な 方 法 ・ 装 置 で 、 移 動 対 応 が 可 能 な Ｌ Ｐ Ｇ
回 収 装 置 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に こ の 発 明 は 、 Ｌ Ｐ Ｇ 供 給 容 器 の 底 近 く に 開 口 し た 回 収 管 を 上
記 Ｌ Ｐ Ｇ 供 給 容 器 外 に 引 き 出 し 、 第 一 中 間 バ ル ブ を 介 し て Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 回 収 手 段 の 入 口 に 接
続 し 、 該 Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 回 収 手 段 の 出 口 か ら 延 び る 連 結 管 路 を 、 第 二 中 間 バ ル ブ を 介 し て Ｌ Ｐ
Ｇ 回 収 ボ ン ベ に 接 続 し て な る Ｌ Ｐ Ｇ 回 収 装 置 に お い て 、 上 記 Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 回 収 手 段 は 、 ド ラ
イ ア イ ス を 冷 熱 源 と す る 冷 媒 に よ り Ｌ Ｐ Ｇ を 冷 却 す る 機 構 を 採 用 し た も の で あ り 、 上 記 Ｌ
Ｐ Ｇ を 冷 却 す る 機 構 と し て 、 （ Ａ ） 断 熱 壁 に 囲 ま れ た ア ル コ ー ル 冷 媒 浴 （ 以 下 、 単 に 冷 媒
浴 と い う ） に Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 ボ ン ベ を 浸 漬 し て な る も の 、 （ Ｂ ） 断 熱 壁 に 囲 ま れ た 冷 媒 浴 中 に
螺 旋 ま た は 蛇 行 さ せ た Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 管 路 を 浸 漬 し て な る も の 、 （ Ｃ ） 断 熱 層 で 被 わ れ た Ｌ Ｇ
Ｐ 冷 却 ボ ン ベ の 内 部 に 螺 旋 ま た は 蛇 行 さ せ た 冷 媒 の 循 環 管 路 を 巡 ら せ て な る も の を 採 用 す
る こ と が で き 、 ま た 、 （ ａ ） 上 記 Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 ボ ン ベ に 熱 交 換 用 細 管 を 貫 通 さ せ る こ と 、 （
ｂ ） 上 記 螺 旋 ま た は 、 蛇 行 さ せ た Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 管 路 の 端 末 に Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 ボ ン ベ を 接 続 す る こ
と 、 （ ｃ ） 上 記 Ｌ Ｐ Ｇ を 冷 却 す る 機 構 に ア ル コ ー ル 冷 媒 調 整 槽 （ 以 下 、 単 に 冷 媒 調 整 槽 と
い う ） を 外 付 け す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 如 く 構 成 す る こ の 発 明 に よ れ ば 、 冷 熱 源 と し て ド ラ イ ア イ ス を 採 用 す る こ と に よ
り 、 装 置 が 簡 単 で 小 型 化 で き 、 移 動 と 取 り 扱 い が 容 易 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ は 、 こ の 発 明 の 第 一
実 施 形 態 で 、 Ｌ Ｐ Ｇ 供 給 容 器 １ １ の 底 近 く に 回 収 管 １ ２ が 開 口 し 、 こ の 回 収 管 １ ２ を Ｌ Ｐ
Ｇ 供 給 容 器 １ １ の 外 に 引 き 出 し 、 第 一 中 間 バ ル ブ Ｖ １ を 介 し て Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 回 収 手 段 １ ３ の
入 口 に 接 続 し 、 該 Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 回 収 手 段 １ ３ の 出 口 か ら 延 び る 連 結 管 路 １ ４ を 、 第 二 中 間 バ
ル ブ Ｖ ２ を 介 し て Ｌ Ｐ Ｇ 回 収 ボ ン ベ １ ５ に 接 続 し て な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 回 収 手 段 １ ３ は 、 ド ラ イ ア イ ス を 冷 熱 源 と し エ タ ノ ー ル ま た は メ タ ノ ー
ル を 冷 媒 と す る 冷 媒 浴 １ ６ に Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 ボ ン ベ １ ７ を 浸 漬 し て な る も の で 、 冷 媒 浴 １ ６ は
断 熱 壁 １ ８ に 囲 ま れ て い る 。 な お 、 冷 熱 交 換 効 率 を 上 げ る た め に 図 示 し な い が 上 記 Ｌ Ｐ Ｇ
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冷 却 ボ ン ベ １ ７ に 多 数 の 熱 交 換 用 細 管 を 貫 通 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 Ｌ Ｐ Ｇ の 回 収 量
を 判 断 す る た め に 連 結 管 路 １ ４ に 流 量 計 、 Ｌ Ｐ Ｇ 回 収 ボ ン ベ に は か り を 付 設 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ は 第 二 実 施 形 態 で 、 Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 回 収 手 段 １ ３ の 冷 媒 浴 １ ６ に 冷 媒 調 整 槽 １ ９ を 外 付
け し 、 両 者 を 連 通 管 ２ ０ で 繋 ぎ 下 側 の 連 通 管 に は 冷 媒 循 環 用 の ポ ン プ Ｐ が 付 設 し て あ る 。
こ れ は 、 ド ラ イ ア イ ス を 冷 媒 中 に 投 入 し た と き に 発 生 す る 突 沸 を 冷 媒 浴 １ ６ に 影 響 さ せ な
い よ う に し た も の で あ る 。 な お 、 ２ ２ は 蓋 、 Ｖ ７ は ガ ス 抜 き バ ル ブ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ３ は 第 三 実 施 形 態 で 、 Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 回 収 手 段 １ ３ を 回 収 管 １ ２ が 冷 媒 浴 に 入 っ た と こ ろ
で 螺 旋 管 ２ １ （ 蛇 行 管 で も よ い ） に 繋 ぎ 、 こ の 螺 旋 管 ２ １ の 終 端 を Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 ボ ン ベ １ ７
内 で 開 口 さ せ て 冷 熱 交 換 効 率 を 上 げ る よ う に し た も の で あ る 。 な お 、 こ の 実 施 形 態 に お い
て も 図 ２ に 示 す 冷 媒 調 整 槽 １ ９ を 外 付 け す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ４ は 第 四 実 施 形 態 で 、 全 体 を 断 熱 壁 １ ８ で 被 っ た Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 ボ ン ベ １ ７ 内 に 螺 旋 管 ２
１ （ 蛇 行 管 で も よ い ） を 配 設 し 、 こ の 螺 旋 管 ２ １ の 出 入 口 に 冷 媒 調 整 槽 １ ９ か ら の 連 通 管
２ ０ を 繋 ぎ 循 環 ポ ン プ Ｐ で 冷 媒 を 循 環 さ せ る よ う に し た も の で あ る 。 な お 、 ２ ２ は 蓋 、 Ｖ
７ は ガ ス 抜 き バ ル ブ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に こ の 発 明 に 係 る Ｌ Ｐ Ｇ 回 収 装 置 の 操 作 に つ い て 図 １ の 装 置 に も と づ い て 説 明 す る 。
冷 媒 浴 １ ６ に ド ラ イ ア イ ス を 投 入 し て 冷 媒 浴 １ ６ を － ４ ５ ℃ （ 温 度 計 Ｔ １ の 指 示 温 度 ） 以
下 に 調 整 す る 。 こ の と き バ ル ブ Ｖ ０ は 開 、 Ｖ １ は 開 、 Ｖ ２ は 閉 、 Ｖ ３ ～ Ｖ ５ は 開 、 Ｖ ６ は
閉 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 状 態 で 圧 力 計 Ｍ 1が １ ． ０ ５ Ｍ Ｐ ａ を 示 し 、 圧 力 計 Ｍ ２ が ０ ． ６ ６ Ｍ Ｐ ａ 、 温 度 計
Ｔ ２ が 温 度 計 Ｔ １ と 同 温 度 を 示 し た 時 点 で バ ル ブ Ｖ ２ を 開 と す る と Ｌ Ｐ Ｇ 供 給 容 器 内 の 液
相 Ｌ Ｐ Ｇ が 回 収 ボ ン ベ に 移 送 さ れ る 。 こ こ で 冷 媒 浴 の 冷 熱 エ ネ ル ギ ー （ 熱 容 量 ） が Ｌ Ｐ Ｇ
の 液 移 送 の 熱 容 量 よ り 超 え て い る と き は 連 続 移 送 さ れ る 。 従 っ て 冷 媒 浴 １ ６ の 大 き さ 、 ド
ラ イ ア イ ス の 投 入 量 は 、 そ れ に 見 合 っ た も の と す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 Ｌ Ｐ Ｇ の 液 相 の 移 送 に お い て 、 冷 媒 浴 １ ６ が ど の 程 度 の 温 度 に な る と 液 移 送 が 始 ま
る か を 検 討 し た と こ ろ 、 外 気 が ３ ０ ℃ に お い て － １ ６ ℃ で 移 送 が 始 ま る こ と を 確 認 し た 。
ま た 、 圧 力 計 Ｍ １ と Ｍ ３ と の 差 圧 が ０ ． １ ５ Ｍ Ｐ ａ あ れ ば 液 移 送 が 可 能 で あ る こ と を 確 認
し た 。 従 っ て 外 気 温 が 変 化 し た と き は 、 そ れ ぞ れ の 飽 和 圧 力 を 参 考 に し て 上 記 冷 媒 浴 １ ６
の 温 度 と 圧 力 計 Ｍ １ と Ｍ ３ の 差 圧 を 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｌ Ｐ Ｇ 供 給 容 器 １ １ に 付 設 し た 液 位 計 に よ り 液 相 の レ ベ ル が 低 下 し て 回 収 管 １ ２ が 気 相
中 で 開 口 し た こ と を 確 認 す る と 、 バ ル ブ Ｖ １ ・ Ｖ ２ の 操 作 を 、 「 開 ・ 閉 」 、 「 閉 ・ 閉 」 、
「 閉 ・ 開 」 、 「 開 ・ 閉 」 の サ イ ク ル で 繰 り 返 す と 圧 力 計 Ｍ １ の 指 示 は 、 当 初 の １ ． ０ ５ Ｍ
Ｐ ａ か ら 次 第 に 低 下 し ２ ｋ Ｐ ａ で 飽 和 状 態 と な っ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 上 記 バ ル ブ Ｖ １ ， Ｖ ２ の 操 作 サ イ ク ル は 、 冷 媒 浴 の 温 度 に 対 応 し 、 例 え ば － ４ ６
℃ × １ ０ 分 、 － ３ ２ ℃ × ２ ０ 分 、 － １ ７ ℃ × ３ ０ 分 で 約 ５ ｋ ｇ の 液 移 送 が 認 め ら れ る の で
、 こ れ に よ り 操 作 回 路 を 構 成 し 上 記 バ ル ブ Ｖ １ ， Ｖ ２ を 自 動 操 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 図 １ に も と づ い て 、 こ の 発 明 に 係 る 装 置 の 操 作 に つ い て 説 明 し た が 、 図 ２ 乃 至 図 ４
の 装 置 で も 、 そ れ ぞ れ の 装 置 の 特 徴 を 発 揮 し な が ら 同 様 の 操 作 で Ｌ Ｐ Ｇ 供 給 容 器 内 の Ｌ Ｐ
Ｇ を 回 収 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
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【 図 １ 】 こ の 発 明 に 係 る 第 一 実 施 形 態 の 構 成 図
【 図 ２ 】 第 二 実 施 形 態 の 冷 却 回 収 手 段 部 分 の 断 面 図
【 図 ３ 】 第 三 実 施 形 態 の 構 成 図
【 図 ４ 】 第 四 実 施 形 態 の 冷 却 回 収 手 段 部 分 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
１ ０ 　 Ｌ Ｐ Ｇ 回 収 装 置
１ １ 　 Ｌ Ｐ Ｇ 供 給 容 器
１ ２ 　 回 収 管
１ ３ 　 冷 却 回 収 手 段
１ ４ 　 連 結 管 路
１ ５ 　 Ｌ Ｐ Ｇ 回 収 ボ ン ベ
１ ６ 　 ア ル コ ー ル 冷 媒 浴 （ 冷 媒 浴 ）
１ ７ 　 Ｌ Ｐ Ｇ 冷 却 ボ ン ベ
１ ８ 　 断 熱 壁
１ ９ 　 ア ル コ ー ル 冷 媒 調 整 槽 （ 冷 媒 調 整 槽 ）
２ ０ 　 連 通 管
２ １ 　 螺 旋 管
２ ２ 　 蓋
２ ３ 　 流 量 計
２ ４ 　 は か り
Ｖ １ ， Ｖ ２ ， Ｖ ３ ， Ｖ ４ ， Ｖ ５ ， Ｖ ６ ， Ｖ ７ 　 バ ル ブ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(5) JP 2005-172104 A 2005.6.30



【 図 ４ 】
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